京都北部地区
	２）　舞鶴ブロック


１．信仰・教会生活について生涯学習の充実を図る。

　　政本 博先生(英知大学教授) による学習会「社会の歴史をどう見るか」を５回実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎回 参加者 20名～30名(西舞鶴)

　　・Sr.西田を中心に定期に聖書の学習会を実施（東舞鶴）

　　　毎木曜日、担当司祭 福地神父による聖書の学習を実施。毎第二日曜日ミサ後、｢心のともしび｣ 配布。

巡礼旅行への参加（綾部）

　　・第二・第四日曜、ミサ後次週の典礼朗読会・聖歌練習（福知山）

　　・第二水曜日、ロザリオの祈りの会実施（報恩寺）

　　・教会学校の実施（西･東舞鶴･福地山）

　　・中･高生が教会行事に積極的に参加（西舞鶴）

　　・広島平和学習旅行に参加（西舞鶴５名、福知山１名）

２．ミサに参加する信者が多くあずかる工夫をする。

　　ブロック行事・教区行事を通じて多くの信者が教会に回帰してくれるようにしている（全小教区）

　　・教会行事への参加を全員に呼びかける（西舞鶴）

　　・聖書朗読の分担を教会から遠のいている人たちにもお願いしている（西舞鶴）

　　・教会の行事・奉仕作業にできるだけ多くの信者が係わるよう呼びかける（綾部）

　　・子どもたちがミサに参加しやすいようにミサの開始時間を変更（西舞鶴）

３．｢聖体の年｣ に因み、聖体・ミサについての学習会を実施する。

　　・前教皇ヨハネ・パウロ二世の文書「回勅：教会に命を与える聖体」「書簡：主よ、一緒にお泊りください」の購入・

学習の呼びかけ。13名購入（西舞鶴）

　　・９月まで第一・三・五日曜ミサ後、福地神父による「聖体」に関する学習会を実施（綾部）

４．｢集会司式者｣、「聖体奉仕者」の育成をはかる。

　　｢集会司式者｣ の育成

　　・教区の「集会司式者学習会」に参加している（西舞鶴）

・集会祭儀の司式を司式者の輪番制で行っている（綾部）

　　｢聖体奉仕｣ の実務を通じての育成（全小教区）

・毎月、「聖体奉仕者」、神父様の３名で12なの信者の家を訪問。毎週のミサでの神父様の説教を録音、その

テープを渡している（東舞鶴）

　　・「聖体奉仕者」が病人訪問のとき、関心のある信者を同行している（西舞鶴・福知山）

　　・年１～２回の奉仕者の集いで、情報交換と共に、神父様の講話を受ける（西舞鶴）

